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実施結果  

 日本は海外からの輸出入量の99.7％を船舶によって運んでいる。食料の60%、エネルギーの90％

以上を輸入に頼っている。また、工業製品、自動車等の海外輸出も港湾を利用しており、港湾はわ

が国の経済活動に重要なインフラである。本講義では、港湾整備における航路浚渫で発生した土砂

に着目し、浚渫土砂を有効活用して環境修復をした事例とその効果について紹介した。 

 実際の事業の事例を用いての説明は、学生の多くが知らなかった「浚渫」の意義と必要性、その

活用方法について理解を促した。マナバを用いて、学生との双方向のやり取りをとりいれた講義と

なり、港湾のインフラの整備の重要を学んだ講義となった。 

 


